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●附属図書館の開放
●各学部等紹介コーナー・進学相談コーナー
　【各学部、研究科、入学センター】

●えいごdeビンゴ、えいごdeかみしばい＆カルタ
【大学教育開発センター】
●見てびっくり！！初版装丁本展示コーナー、
　自分だけのオリジナルブックカバーを作ろう！
【附属図書館】
●卒業生作品展【名城大学校友会】
●お絵かきバス（名古屋市交通局協力）
（小学生以下対象）

●應援團演武対校戦
●映画上映
「ファンタジア」
「ピーターパン」

●校友会全国物産展、附属農場農産物即売会
●名城大学グッズ販売コーナー
●フリーマーケット
●売店ＪＢ’ｓ、大学生協の営業

●初心者のためのパソコン教室 【情報センター】
「パソコン操作の第一歩！」
「情報処理教室の開放とパソコンＱ＆Ａ」
●国際交流コーナー 【国際交流センター】
「留学生による韓国語講座」
「母国文化紹介」
●ノルディックウォーキングを
　始めよう
●非常食試食、起震車体験
●ボランティア協議会活動
　紹介・報告会、ＡＥＤ救命講習会
●健康パオ＆食生活栄養相談会
【名城大学生活協同組合】

公開講座
●日常生活の悩みと法・法律家・裁判所【法学部】
●民主政治の不思議【法学部】
●企業が公表する利益の知られざる一面 ～経営者の利益調整行動とは～【経営学部】
●伝統技術と先端技術が融合する愛知のモノづくり【経済学部】
●筋肉の大切さ【理工学部】
●森の楽校へ行きませんか ～里山と市民活動、そしてエコキャンパス～【都市情報学部】
●ひとのこころはどう成長するか：発達心理学研究の新しい成果【人間学部】
●これからのファイナンシャル・プランニング ～保険・年金編～【キャリアセンター】 
●東洋の占星術【アジア研究所】

 公開討論会
●何のために大学に行くのか？ ～人生設計の選択肢としての理工学部～【理工学部】

実験講座（定員限定。保護者の同伴が必要なものがあります）
●つくって学ぼう食の科学【農学部】（全年齢対象）
●薬と安全に安心して付き合う【薬学部】
　（小学生対象）※事前予約制［9月7日（月）締切］

●みんながわかるやさしい科学【総合研究所】
　（小学生以上対象）

●総合数理実験・ゲーム：遊びから学ぶ理科・算数（数学）「静電気で遊ぼう！」　　
　【総合数理教育センター】（小・中学生対象）

おじんの童話会
（けいさんとりゅうさんwithみずき）

「ワナヒカ物語」
「ゆみちゃんとえんぴつさん」
童話作家  鬼頭 隆 氏（本学商学部卒）、
片岡恵子 氏、鬼頭瑞希 氏
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おじんの童話会
（けいさんとりゅうさんwithみずき）

「ワナヒカ物語」
「ゆみちゃんとえんぴつさん」
童話作家  鬼頭 隆 氏（本学商学部卒）、
片岡恵子 氏、鬼頭瑞希 氏

特別講演会
「人生を楽しくする方程式」
数学者・大道芸人  ピーター・フランクル 氏
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特別講演会
「人生を楽しくする方程式」
数学者・大道芸人  ピーター・フランクル 氏

9月19日（土）
10：00～16：00【受付・9：30～15：00】
予備日は9月20日（日）その場合、一部のイベントは中止になります。

名城大学天白キャンパス
地下鉄鶴舞線「塩釜口／名城大学前」駅下車徒歩８分
※駐車場がございませんので、
　ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

日　時 場　所

公開講座

実実験講座（定員限定 保護者の

大学・附属高校のクラブ等紹介
●大学クラブ紹介
　体育会演武会【居合道部、應援團リーダー部、合気道部】
　パソコン等を使った情報技術発表【情報技術研究会】
　子供と一緒に工作しよう【児童文化研究会】
　模型実演【鉄道研究会】、ロボット展示【ロボット倶楽部】
　車両展示【エコノパワークラブ、自動車技術研究会】
　手作り体験教室【造芸部】、漫才・コント【落語研究会】
　作品展示【美術部】
●附属高校クラブ等紹介
　科学を体験しよう【自然科学部】
　活動報告、ソーラン節with留学生
　【総合学科人間コミュニケーション系列】
●大学・附属高校合同企画
　チアリーディング部合同演技、茶(華)道部合同茶会

大学・附属高校のクラブ学生食堂無料体験
（数量限定、品切れの際はご容赦ください）
学生食堂無料体験

特別企画   1

特別企画   2

その他の主な催し・・・

01
第6回 名城大学Dayの
お知らせ

03
特集1
懐かしの“あの味”を訪ねて

05
CAMPUS NEWS

・ 赤﨑勇教授に京都賞

・ 経済学部・経営学部 設立10周年
   記念のデイハイク2009を実施

・ ハンドボール部が
   東海学生リーグ全勝優勝！

・ 第2グラウンドが人工芝化

・ 薬物乱用防止キャンペーンで
   講演会を開催

・ 春の叙勲で名誉教授2人が受章

07
輝く卒業生  第27回　
童話作家、詩人、朗読家
鬼頭 隆さん

09
特集2
名城大学 ECO NEWS

11
平成20年度 事業報告

15
平成20年度 財務報告

17
平成20年度 就職状況報告

20
入学センターからのお知らせ

21
名城大学スポーツ・文化後援会
からのお知らせ

22
公開講座のご案内
名城大学「卒業30周年ホーム
カミングデイ」のご案内

23
輝く青春シリーズ  Vol.11
準硬式野球部
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入場
無料

名城大学
第6回

※イベントは予告なく変更になる場合があります。予めご了承ください。
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カラアゲ定食600円／
日替わりランチ550円／
女子にも人気。日替わりのお弁当300円
10日や20日など「０」のつく日はランチが
50円引きに

レストラン　金鯱
名古屋市天白区塩釜口2-801
052-833-6261
10：30～21：00　日曜・祝日定休

クロンヌの新たな名物「塩
竃ロール」（945円）。大学近
くの塩竃神社のルーツであ
る宮城県「塩竃の塩」が使わ
れています。

先代の奥様・美代子さんは「今までみ
なさんに来ていただいているお礼に」
と話します。心も詰まったシュークリー
ムは皮がクッキーシューでパリッと、
カスタードクリームは滑らか。

クロンヌ洋菓子店
名古屋市天白区塩釜口2-708
052-832-6662
8：30～20：00　火曜定休道をはさんだゲームセンター「スペース

シャトル」も健在です。植田川の橋を渡
り、歩いていった先のバッティングセン
ター。懐かしい場所ですね。

　名城大学Dayやオープンキャンパスなど
で、大学を訪れる機会があれば、卒業生の方
は学生時代に通った思い出の店を、在学生の
保護者の方などは、今学生たちが足を運んで
いる店を訪ねてみてはいかがですか？
　名城大学生が代々利用し、お世話になって
いる大学近隣の数々のお店の中からいくつ
かを取り上げました。
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ス
ト
ラ
ン 

金
鯱

　
「
ス
ー
ツ
姿
の
お
客
さ
ん
は
1
0
0
％
卒

業
生
！
」と
話
す
オ
ー
ナ
ー
の
加
藤
孝
美
さ

ん
。引
退
し
た
お
母
さ
ん
の
跡
を
継
い
で
2

代
目
と
な
り
ま
し
た
。3
代
目
と
な
る
娘

の
真
梨
さ
ん
も
お
店
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　

33
年
前
の
創
業
時
か
ら
、看
板
メ
ニ
ュ
ー

は「
カ
ラ
ア
ゲ
定
食
」で
す
。下
味
に
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
以
外
は
企
業
秘
密

の
カ
ラ
ア
ゲ
を
食
べ
に
、毎
週
、店
を
訪
れ
る

熱
心
な
卒
業
生
も
い
る
の
だ
と
か
。在
学
生

に
も
卒
業
生
に
も
人
気
の
お
店
で
す
。ま
た
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
な
ど
は
、「
お
父

さ
ん
が
学
生
時
代
に
食
べ
て
い
た
の
が
こ
こ

の
カ
ラ
ア
ゲ
定
食
だ
」と
、娘
さ
ん
や
息
子
さ

ん
を
連
れ
て
来
る
O
B
も
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
の「
金
鯱
」ら
し
い
、ほ
ほ
え
ま
し

い
話
で
す
。

　

卒
業
し
て
も
離
れ
ら
れ
な
い
、不
思
議

な「
金
鯱
」の
味
で
す
。

愛
さ
れ
続
け
る
屋
台
の
味

美
ゆ
き

　

薬
学
部
が
あ
る
八
事
に
は
、名
店
と
い

わ
れ
る
店
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。な
か
で

も「
美
ゆ
き
」は
、大
学
関
係
者
に
愛
さ
れ

て
い
る
お
店
で
す
。

　
「
美
ゆ
き
」の
創
業
は
昭
和
39
年
。今
の

ご
主
人
の
お
母
さ
ん
が
屋
台
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

八
丁
味
噌
と
牛
ス
ジ
で
と
っ
た
だ
し
が

ベ
ー
ス
の「
味
噌
お
で
ん
」が
名
物
。屋
台

の
頃
か
ら
、味
噌
ダ
レ
を
継
ぎ
足
し
た
秘

伝
の
味
で
す
。聞
け
ば
、こ
の「
味
噌
お

で
ん
」を
食
べ
に
、出
張
時
な
ど
に
、わ

ざ
わ
ざ
来
店
す
る
卒
業
生
も
い
る
そ
う

で
す
。

　

し
っ
か
り
と
味
噌
ダ
レ
が
し
み
た
牛

ス
ジ
は
ホ
ロ
リ
と
や
わ
ら
か
く
、水
切

り
し
た
豆
腐
を
揚
げ
て
作
る
自
家
製
厚

揚
げ
は
弾
力
が
あ
り
食
べ
応
え
十
分
。

　

ゼ
ミ
生
が
教
授
を
囲
み
、酒
を
酌
み

交
わ
し
、笑
い
、時
に
議
論
を
戦
わ
せ

る
。そ
ん
な
場
の
最
高
の
肴
が
、「
美
ゆ

き
」の
味
噌
お
で
ん
な
の
で
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
焼
き
が
有
名

れ
い
ん
ぼ
ー

　
「
揚
げ
た
タ
イ
焼
き
と
か
、ち
ょ
っ
と
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
が
あ
る
店
」と
言
え
ば
虹
ヶ

丘
の「
れ
い
ん
ぼ
ー
」。

　

可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
た
の
は
今
か

ら
14
年
前
。「
れ
い
ん
ぼ
ー
」も
同
じ
よ
う

な
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。焼
き
そ
ば
や

お
好
み
焼
き
と
い
っ
た
軽
食
を
作
っ
て
売
っ

て
い
る
お
店
で
、飲
食
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

で
き
た
て
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
好
み
焼
き
や
オ
ム
そ
ば
に
ご
飯
、味

噌
汁
、漬
物
、デ
ザ
ー
ト
ま
で
つ
い
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
定
食（
5
5
0
円
）が

「
学
生
に
変
わ
ら
ず
人
気
」と
お
店
を
切
り

盛
り
す
る
佐
伯
節
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

気
さ
く
な
人
柄
の
節
子
さ
ん
と「
れ
い
ん

ぼ
ー
」の
味
を
慕
っ
て
、休
日
に
は
卒
業
生
が

家
族
連
れ
で
や
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。「『
お

ば
ち
ゃ
ん
、久
し
ぶ
り
』っ
て
、一
期
目
の
卒
業

生
が
家
族
を
連
れ
て
食
べ
に
き
て
く
れ
る
。

う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
」と
卒
業
生
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

名鉄広見線「西可児」駅。改札を通った数名の学生たちが向かった先は…？「名
鉄パレマルシェ」。ここで飲み物やお菓子などを買い、大学の送迎バスの発着
所へ向かいバスの時間まで過ごします。大学の送迎バスも駅前ロータリーから
発着（なかには、駅から大学まで歩く学生もいます）。

八事のジャスコ側から見た風景です。歩いてすぐ、
正面右手の道の先に八事キャンパスがあります。

某教授が地元ケーブル局で紹介してから、メディアの取材が増えたという店の名物は「しろちゃん」。
もちもちした白い皮と塩キャラメル、マンゴープリンなどの変わり餡が特徴のタイ焼きです。遠方から
買いに来るファンも多いそうです。しろちゃん1個60円。

八事キャンパス

可児キャンパス

天白キャンパス卒業後も、猛烈に食べたくなるのがこの「カラアゲ定食」です。卒業後も、猛烈に食べたくなるのがこの「カラアゲ定食」です。

牛スジ、大根、卵、自家製厚揚げ、こんにゃく、ちくわとサトイモ 各160円。おでんはセルフサービスとなっています。

どの年代の学生も変わらず「金鯱」に通います。彼らは理工学部1年生。
「マンガを読みながら、ご飯を食べる」のが「金鯱」での正しい過ごし方（笑）。

帰
り
道
に
…

八
事
の
交
差
点

西
可
児
駅
前

ご主人の星野房明さん・奥様の裕美子さん
「懐かしいお友達と名古屋の味を味わいな
がら、学生時代の話を語り合ってください」

味噌おでん 居酒屋　美ゆき
名古屋市昭和区山手通5-32-2
052-832-3030
17：00～24：00　日曜定休

学生が「おばちゃん」と気楽に声をかけたくなる気さ
くな感じの節子さんとご主人の達夫さん。

たこやきたいやきの　れいんぼー
可児市虹ヶ丘6-21
0574-65-9507
10：30～19：00　月曜定休

加藤孝美さん（右）・真梨さん親子 右が「金鯱」。隣には6年前に移転し
た「名城商事」が。

ビニールのテーブルクロスや壁のポスターは変わったけど、
変わらない雰囲気と味があります。

き
ん
 
こ

写真提供：「chat」

0304



C A M P U S  N E W SC A M P U S  N E W S

　

東
海
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春
季
リ
ー
グ

は
、5
月
10
日
に
男
子
1
部
リ
ー
グ
の
最

終
戦
が
行
わ
れ
、本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

が
大
同
大
学
と
の
試
合
を
33
ー
28
で
勝

利
、リ
ー
グ
戦
を
7
戦
全
勝
と
し
て
、見
事

リ
ー
グ
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
春
季
リ
ー
グ
全
体
を
通
し
て

の
個
人
表
彰
で
は
、近
藤
拓
也
選
手（
法
・

4
年
）が
最
優
秀
選
手
賞
に
、堀
川
祥
宏
選

手（
人
間
・
4
年
）・
柳
匠
郎
選
手（
法
・
2

年
）・
寺
脇
将
選
手（
理
工
・
3
年
）の
3
人

が
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
本
山
慶
樹
監

督
か
ら
は
、「
ど
の
ゲ
ー
ム
も
接
戦
で
、難
し

い
ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
し
た
が
、選
手
が
よ
く

粘
っ
て
戦
っ
た
こ
と
で
、勝
利
を
引
き
寄
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
続
け
、8
月
の
西
日
本
イ
ン
カ
レ

（
西
日
本
学
生
選

手
権
大
会
）で
は

優
勝
を
目
指
し

ま
す
」と
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。西
日
本

学
生
選
手
権
大

　

稲
盛
財
団（
京
都
市
、理
事
長
＝
稲
盛

和
夫
・
京
セ
ラ
名
誉
会
長
）は
6
月
19
日

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
、「
第
25
回
京

都
賞
」の
受
賞
者
4
人
を
決
定
し
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、先
端
技
術
部
門
に
は
本

学
理
工
学
部
の
赤
﨑
勇
教
授
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

赤
﨑
教
授
は
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
L
E
D
）の
研
究
開
発
で
1
9
8
9
年
に

世
界
初
の
発
光
に
成
功
し
て
お
り
、

2
0
0
2
年
に
藤
原
賞
を
受
賞
、2
0
0
4

年
に
文
化
功
労
者
に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。専
門
は
半
導
体
物
性
工
学
、電
子
材

料
学
、結
晶
成
光
学
で
す
。

　

京
都
賞
は
科
学
や
文
化
の
発
展
に
貢
献

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、稲
盛
和
夫
・

京
セ
ラ
名
誉
会
長
が
約
2
0
0
億
円
の

私
財
を
投
じ
て
1
9
8
5
年
に
創
設
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
と
の
重
複
受
賞
者
が
6
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　

赤
﨑
教
授
は
京
都
賞
の
受
賞
決
定
を

受
け
て
記
者
会
見
に
臨
み「
思
い
が
け
な

い
大
き
な
国
際
賞
を
い
た
だ
き
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で『
我
一
人

荒
れ
野
を
行
く
』と
い
う
心
境
で
、愚
直
に

研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。材
料
の
世
界

の
研
究
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ

を
励
み
に
体
力
の
許
す
限
り
研
究
に
励
み

ま
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

4
月
18
日
、岐
阜
県
馬
籠
か
ら
長
野
県

妻
籠
ま
で
の
旧
中
山
道（
約
8
ｋ
ｍ
）を
新

入
生
と
教
職
員
が
共
に
歩
く
、恒
例
の「
デ

イ
ハ
イ
ク
2
0
0
9
」（
経
済

学
部
・
経
営
学
部
主
催
）を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は「
経
済
学
部
・
経

営
学
部
設
立
10
周
年
記
念

行
事
」と
し
て
、新
入
生
・
教

職
員
だ
け
で
な
く
、本
学
周

辺
の
地
域
住
民
や
卒
業
生
か

ら
も
広
く
参
加
者
を
募
り
、バ
ス
17
台
・
総

勢
5
6
4
人
も
の
参
加
者
が
、麗
ら
か
な

春
の
木
曽
路
を
散
策
。ま
た
学
生
た
ち
は
、

地
域
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、自
ら
の
目
・

足
で
、そ
の
地
域
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
級
生
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
や
ラ
グ
ビ
ー
部
員
に
よ
る
交

通
整
理
を
は
じ
め
、ゴ
ー
ル
後
に
は
付
近

の
天
白
公
園
に
場
所
を
移
し
、地
元
の
地

域
団
体「
住
吉
会
」の
有
志
に
よ
る
豚
汁
な

ど
の
炊
き
出
し
、本
学
應
援
團
リ
ー
ダ
ー

部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
・
吹
奏
楽
部
が

演
舞
・
演
奏
・
学
歌
指
導
を
行
い
、見
事
完

歩
を
果
た
し
た
参
加
者
を
激
励
。こ
の
よ

う
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も

支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、天
白
公
園
で
は
、下
山
宏
学
長
や

宮
川
正
光
南
木
曽
町
長
、馬
篭
・
妻
籠
間
に

お
い
て
初
め
て
デ
イ
ハ
イ
ク
を
行
っ
た
4

年
前
か
ら
大
変
尽
力
さ
れ
た
勝
野
春
喜
南

木
曽
町
会
議
員
の
3
人
に
ご
挨
拶
い
た
だ

く
と
と
も
に
、10
周
年
を
記
念
し
て
南
木

曽
町
の
町
花
で
あ
る
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
記

念
植
樹
も
行
い
ま
し
た
。

0506

経
済
学
部
・
経
営
学
部

設
立
10
周
年
記
念
の

デ
イ
ハ
イ
ク
２
０
０
９
を
実
施

E
V

E
N

T

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

東
海
学
生
リ
ー
グ
全
勝
優
勝
！ 

S
P

O
R

T
S

記者会見に臨む赤﨑勇教授

会
は
8
月
26
日
〜
30
日
に
、福
岡
県
福
岡
市

の
福
岡
市
民
体
育
館
他
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

天
白
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る
第
2
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
人
工
芝
化
さ

れ
、5
月
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、グ
ラ

ウ
ン
ド
の
人
工
芝
は
珍
し
く
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、本
学
で
も
以
前
か
ら
整
備
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

念
願
か
な
っ
た
今
回
の
改
良
で
、ト
ラ
ッ

ク
も
１
コ
ー
ス
増
え
、4
コ
ー
ス
に
。学
生

の
教
育
や
課
外
活
動
の
質
向
上
が
期
待
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、砂
塵
に
よ
る
近
隣
住

民
へ
の
迷
惑
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

大
学
生
が
大
麻
を
栽
培
、使
用
す
る
事

件
が
全
国
で
相
次
ぐ
中
、学
生
た
ち
に
薬
物

乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
る「
薬
物
乱
用
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
学
務
セ
ン
タ
ー
主
催
）

の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

第
1
回
は
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
で
6
月
8

日
、「
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
怖
い
〜
薬
物
乱
用
〜
」

（
薬
事
日
報
社
）な
ど
の
著
書
が
あ
る
九
州

保
健
福
祉
大
学
の
山
本
郁
男
副
学
長（
毒

性
学
）が「
乱
用
薬
物
〜
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
何

故
怖
い
の
か
」の
テ
ー
マ
で
講
演
。薬
学
部

の
学
生
ら
を
中
心
に
約
1
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。山
本
副
学
長
は
、薬
物
教
育
の

大
切
さ
を
強
調
し
、更
に
、「
薬
物
が
及
ぼ

す
深
刻
な
影
響
を
し
っ
か
り
と
学
び
、将
来

の
仕
事
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
薬
剤
師

を
目
指
す
学
生
た
ち
に
注
文
し
ま
し
た
。

　

第
2
回
講
演
会
は
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で

6
月
29
日
に
行
わ
れ
、薬
学
部
の
鍋
島
俊
隆

教
授
が「
薬
物
乱
用
と
依
存
の
話
」と
題
し
、

講
演
。
医
薬
品
適
正
使
用
推
進
機
構

（
N
P
O
法
人
J
ー
D
O
）の
理
事
長
も
務

め
る
鍋
島
教
授
は
、教
室
を
埋
め
た
約

3
0
0
人
の
学
生
を
前
に
、大
麻
な
ど
の
薬

物
の
怖
さ
を「
依
存
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
中
心
に
説
明
。「
薬
物
は
一
度
だ
け
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、大
切
な
の

は
一
度
目
を
避
け
る
こ
と
。絶
対
、興
味
本

位
で
や
ら
な

い
よ
う
に
」と

学
生
た
ち
に

強
く
訴
え
か

け
ま
し
た
。

　

本
城
武
雄
名

誉
教
授（
元
法

学
部
）と
小
林

康
助
名
誉
教
授

（
元
商
学
部
・

経
営
学
部
）の

2
人
が
、今
年

春
の
叙
勲
で
、

こ
れ
ま
で
の
教

育
研
究
の
功
績

を
称
え
ら
れ
、

瑞
宝
中
綬
章

を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
城
名
誉
教
授
は
1
9
2
7
年
生
ま

れ
、同
志
社
大
学
法
経
学
部
法
律
学
科
卒

で
専
門
は
民
法
。
1
9
6
4
年
か
ら

2
0
0
2
年
ま
で
本
学
に
在
職
し
ま
し

た
。ま
た
、小
林
名
誉
教
授
は
1
9
3
0

年
生
ま
れ
、明
治
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
で
専

門
は
経
営
学
、労
務
管
理
。1
9
6
8
年

か
ら
2
0
0
3
年
ま
で
本
学
に
在
職
し

ま
し
た
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
人
工
芝
化

F
A

C
IL

IT
IE

S

薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

講
演
会
を
開
催

E
V

E
N

T

赤
﨑
勇
教
授
に
京
都
賞

P
R

IZ
E

春
の
叙
勲
で

名
誉
教
授
2
人
が
受
章

P
R

IZ
E

小林康助名誉教授 本城武雄名誉教授

下山宏学長（左）と池田輝政副学長（右）

ミツバツツジの記念植樹

應援團リーダー部などによる激励

喜びにわく部員たち

新しくなった第2グラウンド

薬物依存の怖さを訴える鍋島俊隆教授
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今
年
度
で
6
回
目
と
な
る
名
城
大

学
D
a
y
〜
教
育
と
き
ず
な
〜
。そ

の
中
で
、第
2
回
か
ら
続
い
て
行
わ

れ
て
い
る
人
気
企
画
が「
お
じ
ん
の

童
話
会
」で
す
。童
話
作
家
、詩
人
、朗

読
家
の
鬼
頭
隆
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　
鬼
頭
さ
ん
が
ご
長
男
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
絵
本
を
探
し
て
い
た
時

の
こ
と
。頭
の
中
に
物
語
が
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、童
話
を
書

き
始
め
、仕
事
中
で
す
ら
童
話
が
次

か
ら
次
へ
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
。と

う
と
う
創
作
活
動
に
専
念
す
る
た
め
、

仕
事
を
辞
め
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　「
仕
事
を
辞
め
る
時
は
、大
変
な
こ

と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ

れ
に
最
初
の
頃
は
周
り
か
ら
の
冷
た

い
視
線
が
厳
し
か
っ
た
。で
も
次
第

に
、人
か
ら
自
分
の
こ
と
を
ど
う
こ

う
言
わ
れ
る
の
が
苦
に
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。開
き
直
っ
て『
書
く
こ
と

に
徹
し
よ
う
、ど
う
せ
な
ら
い
い
も

の
を
』と
思
っ
た
ん
で
す
」

　
童
話
を
書
き
始
め
た
当
初
は
、近

所
の
子
ど
も
た
ち
が
自
宅
に
来
て
、

創
作
し
た
童
話
を
読
み
聞
か
せ
て
い

ま
し
た
。そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
と

は
、大
人
に
な
っ
た
今
も
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。

　「
自
分
に
と
っ
て
、童
話
を
聞
き
に

来
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
人
生
を
切

り
開
い
て
く
れ
た
存
在
で
す
。あ
の

子
た
ち
が
毎
日
の
よ
う
に『
新
し
い

童
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
』と
言
っ
て

こ
な
け
れ
ば
、今
こ
う
し
て
書
い
て

い
な
い
し
、今
の
自
分
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
で
も
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、

メ
ー
ル
を
し
た
り
、電
話
を
か
け
た

り
。彼
ら
に
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
家

に
来
た
り
し
ま
す
。い
い
童
話
を
作
っ

て
、恩
を
返
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
鬼
頭
さ
ん
は
童
話
や
生
き
方
に
お

い
て
、宮
沢
賢
治
の
影
響
を
強
く
受

け
ま
し
た
。子
ど
も
と
接
す
る
時
、童

話
を
創
作
す
る
時
、朗
読
を
行
う
時

な
ど
、宮
沢
賢
治
の
存
在
は
い
つ
も

鬼
頭
さ
ん
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　「
童
話
を
書
き
始
め
た
頃
、仕
事
を

も
ら
う
た
め
に
、お
客
さ
ん
に
対
し

て
本
音
を
隠
し
て
接
す
る
自
分
の
姿

と
、子
ど
も
た
ち
に
向
け
て『
思
い
や

り
を
』と
か『
心
を
大
事
に
』と
い
う

気
持
ち
で
書
い
て
い
る
童
話
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、テ
レ
ビ
で
賢
治
さ
ん

の『
銀
河
鉄
道
の
夜
』が
流
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
一
節
に
あ
る『
サ
ソ
リ
が

誰
か
の
た
め
に
生
き
た
い
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
、自
分
の
体
を
真
っ
赤
な

火
に
し
て
夜
の
闇
を
照
ら
し
て
い

る
』と
い
う
部
分
に
、激
し
く
心
を
打

た
れ
た
ん
で
す
。

　
60
歳
間
近
に
な
っ
た
今
で
も
、何

を
し
た
ら
人
の
た
め
に
な
れ
る
だ
ろ

う
か
、と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
ま
す
。自
分
の
書
い
た
童
話
の
通

り
に
、詩
の
通
り
に
生
き
た
い
。だ
か

ら
こ
そ
、迷
っ
た
り
辛
い
時
が
あ
っ
た

り
す
る
と
、宮
沢
賢
治
に
会
い
た
い

と
思
う
ん
で
す
よ
」

　
名
城
大
学
生
の
時
は
、現
在
の
童

話
作
家
と
い
う
職
業
と
や
わ
ら
か
な

笑
顔
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
生
活

ぶ
り
と
風
貌
だ
っ
た
そ
う
で
す
。鬼

頭
さ
ん
に
と
っ
て
の
学
生
時
代
と
は
。

　「
名
城
大
学
も
他
大
学
同
様
に
学

生
運
動
で
混
乱
し
て
い
た
時
代
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、真
面
目
に
大
学
に

通
う
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま
た
、昔
は
目
が
吊
り
上
っ
て
い

た
の
で
、街
を
歩
い
て
い
る
と
す
ぐ

に
ケ
ン
カ
を
吹
っ
か
け
ら
れ
た
り
、大

学
生
の
先
輩
が
経
営
し
て
い
た
バ
ー

で
朝
か
ら
飲
ん
で
、そ
の
ま
ま
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
り
と
い
う
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、高
校
と
か
大
学
の
友
人
た

ち
は
今
の
自
分
の
姿
を
見
た
ら
驚
く

と
思
い
ま
す
よ
、顔
つ
き
も
変
わ
っ
た

し
。現
実
に
、新
聞
に
出
た
時
に
高
校

時
代
の
友
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
、『
鬼
頭
隆
っ
て
い
う
同
姓
同
名
の
童

話
を
書
い
て
る
ヤ
ツ
が
お
る
ぞ
。お
前

も
ち
ょ
っ
と
は
そ
い
つ
を
見
習
え
！
』っ

て
。そ
れ
が
自
分
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
、恥
ず
か
し
く
て（
笑
）」

　
名
城
大
学
D
a
y
の
童
話
朗
読
会

を
通
じ
て
、鬼
頭
さ
ん
に
は
学
生
た

ち
に
対
す
る
あ
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　「
童
話
朗
読
会
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
放
送
部
の
学
生
た
ち
が
、お
客
さ

ん
と
同
じ
く
ら
い
気
に
な
り
ま
す
。一

期
一
会
、若
い
彼
ら
と
童
話
朗
読
会

の
出
会
い
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　
名
城
大
学
は
自
分
に
と
っ
て
本
当

に
大
事
な
存
在
。だ
け
ど
学
生
た
ち

に
は
、10
代
、20
代
の
み
ず
み
ず
し
い

感
性
の
あ
る
時
に
、大
学
以
外
の
い
ろ

ん
な
人
と
も
た
く
さ
ん
関
わ
っ
た
方

が
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。若
い
時
は

何
を
や
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ら
」

　
多
く
の
困
難
や
迷
い
、出
会
い
、そ

し
て
何
よ
り
も「
書
く
こ
と
が
好
き
」

と
い
う
情
熱
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、多

く
の
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い

人
気
童
話
作
家
と
な
っ
た
鬼
頭
さ
ん
。

今
年
も
、名
城
大
学
D
a
y
で
多
く
の

人
た
ち
を
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

く卒業生 第27回

１９７３年
商学部卒

32歳の時から印刷関係の仕事の傍らで童話を書き始め、35歳の時に創作に専念。名古屋の芸

術創造センターで童話会を開いたところ、口コミで500人近くもの人が集まる。妻の紀子さん、

娘の瑞希さん、そして近年では弟子の片岡恵子さんとともに、年間50回もの公演を行ってい

る。「おじん」や、最近では「りゅうさん」の愛称で親しまれている。

童話作家、詩人、朗読家
さん

 き  とう  たかし

鬼頭  隆

名
城
大
学
D
a
y
の
童
話
朗
読
会
は
今
年
で
5
回
目
。

一
期
一
会
の
出
会
い
を
大
切
に

多くの方が訪れる名城大学Dayでの童話朗読会（昨年の様子）。

リピーターも多い。

第6回 名城大学Day「おじんの童話会」（けいさんとりゅうさんwithみずき）
 2009年9月19日（予備日20日）　14：30～16：00
・ワナヒカ物語（りゅうさん：鬼頭隆さん）
・ゆみちゃんとえんぴつさん（けいさん：片岡恵子さん）
・ひなたぼっこコンサート（みずきさん：鬼頭瑞希さん）
・その他、詩の朗読や質問コーナーなど

創作おじんの童話会 No.17　「猟師千造戦い絵巻」
 2010年5月14日、15日  名古屋市北文化小劇場

　　　　　　　　　   090-8555-9430（鬼頭さん）

宮沢賢治への熱い思いを語る鬼頭さん

近年の代表作、「ぞうさんのふとん」と「アリ王国物語・アリマス国とアリマセン国」

輝
か が や

＋ INFORMATION ＋

開催日

開催日

お申し込み・お問い合わせ先

場 所



第1回  親子里山自然教室

エコキャンパス
プログラムを
開始しました！

名城大学　ECO  N EW S名城大学　ECO  N EW S

バームクーヘン
作りを体験する
子どもたち

伐採後の
切り口を見る
子どもたち

里山体験のあとは
ミニゼミナールで
環境学習

里山って？

　山間と都市の中間に位置し、集落とそれをとりまく雑木林、水

田、ため池、草原などで構成される地域概念です。農業・林業と

いった人の営みにともない、環境が形成・維持されてきました。

　愛知万博の「海上の森」開発への反対運動をきっかけに、生物

多様性保全の場として里山の役割が注目されるようになりました。

　過疎化で手入れが行き届かず荒れたり、開発により消失したり

する里山を守り、次世代につなぐ里山保全の活動が全国で展開さ

れています。　　
参考資料：環境省「里地里山　～古くて新しい いちばん近くにある自然」

2010年10月11日（月）～29日（金）

　生物多様性条約では、条約の締約国が概ね2年ごとに集まり、生

物多様性の保全やその持続的利用などについての国際的な枠組

みを策定するCOP※が開かれます。COP10とは、2010年に愛知・名

古屋で開催される生物多様性条約第10回締約国会議のことで、世

界中から約7,000人が参加します。

　2010年は、国連の定めた「国際生物多様性年」にあたり、また、

2002年のCOP6（オランダ・ハーグ）で採択された「締約国は現在

の生物多様性の損失速度を2010年までに顕著に減少させる」と

いう目標年にもあたります。生物多様性条約にとって節目となる重

要な会議として注目が集まっています。

※COPとは…Conference of the Parties（国際条約の締約国が集まって開催する
会議）の頭文字です

資料提供：生物多様性条約第10回締約国会議支援実行委員会

生物多様性とは
「生物多様性」とは、「遺伝子の多様性（＝それぞれの
種の中でも個体差があること）」、「種の多様性（＝い
ろいろな生き物がいること）」、「生態系の多様性（＝
さまざまな環境があること）」が存在し、それらが互い
に関わりあっている状態、それらの総称をいいます。

C.W.ニコル氏が「人と自然との共生」について講演

小ネタ
 ❷

COP10（コップテン）とは
小ネタ
 ❶

開催期間

かいしょ

わ
が
た

知
・
名
古
屋
で
は
、2
0
1
0
年

の
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会

議（
C
O
P
10
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ

れ
に
合
わ
せ
て
、本
学
で
は
読
売
新
聞

と
共
催
し
、「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
16
日
、「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
第
1
回
親
子
里
山
自
然
教

室
が
、岐
阜
県
可
児
市
久
々
利
の「
我
田

の
森
」及
び
本
学
可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、親
子
連
れ
7
組
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、は
じ
め
に
子
ど
も
た
ち
が

我
田
の
森
で
の
田
植
え
を
体
験
、泥
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し
た
。

続
い
て
は
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
。里

山
の
炭
を
使
い
、協
力
団
体
で
あ
る
里

山
ク
ラ
ブ
可
児
の
皆
さ
ん
が
手
伝
い
な

が
ら
、竹
に
生
地
を
塗
っ
て
は
焼
く
と

い
う
作
業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。親
子

で
一
生
懸
命
作
っ
た
、で
き
た
て
の
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
午
後
か
ら
は
会
場
を
可
児
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
し
て
、ま
ず
は
小
池
聡
教
授
の
里

山
ミ
ニ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
。里
山
整
備
の
必
要

性
を
学
ん
で
、里
山
ク
ラ
ブ
可
児
に
よ
る

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
採
作
業
を
見

学
し
ま
し
た
。最
後
に
、岡
林
繁
教
授
ら

に
よ
る「
仮
想
都
市
生
成
評
価
装
置
」を

体
験
し
、可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
終
え
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
、名
古
屋
駅

に
到
着
し
た
皆
さ
ん
は
、疲
れ
た
表
情

な
が
ら
も
楽
し
か
っ
た
と
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
を
皮
切
り
に
、親
子
里
山
自
然

教
室
が
8
月
、11
月
、来
年
2
月
、5
月

と
続
き
、最
後
に
来
年
9
月
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

愛家
の
C
・
W
・
ニ
コ
ル
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
た
公
開
講
座
が
6
月
20
日
、天
白
キ
ャ

ン
パ
ス
の
名
城
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
学
は
じ
め
7
大
学
が
協
賛
す
る「
朝
日
新

聞
・
メ
〜
テ
レ
環
境
7
大
学
集
中
公
開
講
座

2
0
0
9
」の
初
回
講
座
で
、ほ
ぼ
満
席
の

5
8
0
人
が
、ニ
コ
ル
さ
ん
の
語
る「
人
と

自
然
と
の
共
生
」に
つ
い
て
の
講
演
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
ニ
コ
ル
さ
ん
は
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
生
ま
れ

の
68
歳
。空
手
修
業
の
た
め
1
9
6
2
年
に

初
来
日
し
ま
し
た
が
、世
界
各
地
で
環
境
保

護
活
動
に
か
か
わ
っ
た
後
、1
9
8
0
年
か

ら
長
野
県
黒
姫
に
居
を
定
め
、環
境
問
題
な

ど
を
テ
ー
マ
に
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
1
9
9
5
年
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
、荒

れ
た
森
を
購
入
、里
山
と
し
て
再
生
さ
せ
る

こ
と
で
生
態
系
の
復
活
を
試
み
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。森
は
、故
郷
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
、

石
炭
の
採
掘
と
廃
坑
で
荒
れ
果
て
て
い
た

森
が
、緑
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の

運
動
に
よ
っ
て
生
き
返
っ
た「
ア
フ
ァ
ン
森

林
公
園
」に
ち
な
ん
で「
ア
フ
ァ
ン
の
森
」と

名
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ニ
コ

ル
さ
ん
は
再
生

に
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
を
映

像
を
交
え
な
が
ら
紹
介
。森
が
心
に
傷
を

負
っ
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
癒
し
の
場
に

な
っ
て
い
る
様
子
も
紹
介
し
な
が
ら
、「
汗

と
愛
情
を
注
げ
ば
森
は
ど
ん
ど
ん
豊
か
に

な
り
、自
然
の
中
で
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に

な
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
ニ
コ
ル
さ
ん
の
講
演
に
先
立
ち
、下
山
宏

学
長
は「
名
城
大
学
も
大
学
、高
校
一
丸
と

な
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、名
古
屋
で
来
年
開

催
さ
れ
る
C
O
P
10（
生
物
多
様
性
条
約
第

10
回
締
約
国
会
議
）を
盛
り
上
げ
る
た
め
里

山
体
験
企
画
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

作
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Ⅱ　平成20年度の事業計画に対する事業の成果

「人材の確保と育成」分野
●大学院教育を含むFD（Faculty Development）活動を支援する。

・FD講演会（平成20年11月4日）を開催し、283名が参加。

・教育改善の方向性を見出すことを目的として、9月下旬から10月
中旬にかけて学部等別ワークショップを実施し、302名の教員
が参加。

・第1回T&L CAFE（Teaching & Learning CAFE） 新任教員座談会
（平成21年3月10日、16日）を開催し、13名の新任教員が参加。

・前期に教員と学生による授業満足度アンケートを実施。（実施率
90.8％）

・附属高等学校の授業満足度調査において、6教科以外について
も自由記述による満足度調査を実施。

●事務職員の人材高度化をめざすSD（Staff Development）を

　支援する。

・大学院派遣研修として、大学・学校づくり研究科を事務職員3名
が修了。

・若手事務職員基礎研修の実施。（平成20年9月10日～11日）

・管理職者を対象に「平成20年度セミナー 戦略ってなんだろう？」
の実施。（平成21年3月23日、26日）

経営と教学が協働するガバナンス体制の構築
・理事長の諮問機関である「第二次経営問題検討会」において、
ガバナンス体制について検討し、平成21年度から新体制がス
タート。（理事総数 12人→15人（3人増）、評議員総数　38人→
41人（3人増）。）（変更後の人数は、平成21年4月1日現在分。）

・経営と教学全般の将来構想のフレームワークについて企画す
ることを目的として、「名城戦略審議会」を設置。

新学部設置に向けた検討
・「新学部等開設準備室」を設置し、平成22年度以降に「科学コ
ミュニケーション学部（仮称）」の設置に向けた計画案を作成。

附属中学校の設置をめぐる総合学園化構想の検討
・平成23年度以降の附属中学校の設置に向けて、「附属中学校設
置準備室」を設置。

開学100周年を目指した周年事業プロジェクトの始動
・開学100周年を視野に入れ、名城戦略審議会の下に「ブランディ
ング事業部会」及び「開学100周年事業部会」を設置。

「教育の充実」分野
●初年次教育を含む全学共通教育の充実を支援する。

・犬山サミットにおいて、
「達人教育への第一歩 
―教育の質保証―」を
テーマにJABEE手法の
活用、初年次教育の設
計について検討。（平成
20年9月19日～20日）

●学部・研究科の教育の質保証及び質向上の取組を支援する。

・(財)大学基準協会へ認証評価として、大学評価及び法科大学
院認証評価に申請した。大学評価は、同協会の定める大学基
準に適合認定を、法科大学院認証評価については、同協会の
定める法科大学院評価基準の一部に適合していないとの判
定を受けた。

・JABEEへの継続的な取り組み。（理工学部建築学科が中間審
査を受審。）

・「戦略的大学連携支援事業」に名古屋市立大学他9大学と共
同で申請し、採択。（「取組名：6年制薬学教育を主軸とする薬
系・医系・看護系大学による広域総合教育連携」／薬学部）

・「専門職大学院等における高度専門職業人養成教育推進プロ
グラム」に愛知教育大学他2大学と共同申請し、採択。（「取組
名：高い実践力を育てる教員養成プログラム開発」／教職セ
ンター）

●実践的英語力の底上げと卓越性への取組を支援する。

・英語力向上を目的に
「多読ルーム」をオープ
ンし、約5,000名（延べ）
が利用。

●附属高等学校の教育活性化と卓越性への取組を支援する。

・「第3回スーパーサイエ
ンスハイスクール東海
地区フェスタ2008」（平
成20年7月21日）を開
催。

・「SSH生徒研究発表会」（平成20年6月14日、12月6日、平成21
年2月12日）を開催。

・普通科国際クラスと人間学部との高大一貫教育について、第3
期生（16人）が人間学部に入学。

・SSH高大連携事業の一環として、国際ボランティアでタイにて
植林活動を実施。（平成20年8月20日～8月26日）

・キャリア教育の一環として、外部講師による講演を23件実施。

・第5回オーストラリア研修（平成20年8月10日～8月24日）を実施。

「研究の充実」分野
●外部研究資金の獲得を奨励し必要な支援策を講ずる。

・理工学研究科 飯島教授が第1回カブリ賞及びアストゥリアス
皇太子賞、薬学部 鍋島教授がフランクEメダルを受賞。

・科学研究費補助金申請に係る学内アドバイザー制度を構築。

・戦略的研究基盤形成支援事業として、「『ものづくり』を基盤
とした地域社会の活性化と産官学連携の形成に係る研究拠
点の形成（経営学研究科・経済学研究科）」及び「アグリオミ
クスによる環境調和型物質循環の構築（農学研究科）」の2件
選定。

・科学研究費補助金：申請件数148件、採択件数72件、採択金額
139,770千円。

・受託性大型プロジェクト：24件・441百万円、受託研究：45件・
111百万円、奨学寄附金：68件・73百万円。

Ⅰ　基本テーマに対する成果

1

1

3

4

2

2

3

平 成 2 0 年 度  事 業 報 告 に つ い て

1112



平成20年度　事業報告平成20年度　事業報告

「経営改革」分野
●人材のプロフェッショナル化を促す給与体系の見直しに取り組む。

・「賃金の在り方専門委員会」において、新俸給体系のフレーム
ワーク、新俸給体系の設計、事務職員の人事制度と賃金体系に
ついて検討し、制度設計をした。

●年度目標額の設定と達成に向けた募金事業に取り組む。

・「名城大学教育振興資金」として159件、約43,570千円の寄付を受納。

●中長期の教育研究環境整備の財源となるコスト削減策に取り組む。

・天白キャンパスにおいて、空調システムに「エスコ事業」を導入。

●施設設備の充実と第二期再開発計画マスタープランの実行と
評価に取り組む。

・天白2・6・7号館、八事7号館の耐震工事を実施。

・第二グラウンドの人工芝設置工事を実施。

・附属高等学校の体育館整備計画を作成。

●附属高等学校の活性化につながる教員専任率向上に取り組む。

・平成21年度の教員専任率の向上に向けて、採用を進めた。（5
名増加、H21専任教員数　93名）

その他経営・教学の動き

１）経営
①外部環境等を踏まえて、学校法人名城大学の基本戦略（MS
－15）の戦略プランを洗練させた。

②「名城戦略マネジメントカレンダー」及び「2007年度MS－15
活動報告書」を作成し、１年間のマネジメントサイクルを明確
にした。

③平成21年度一般入学試験合格者を対象に、経済的理由に対
応した奨学金制度を導入。

④都市情報学部の平成21年度入学生を対象とする新奨学制度
を導入。

⑤平成21年度から英語教育の質的充実を図るため、嘱託英語
講師制度を構築。

⑥業務処理の迅速化を目的とした決裁権限の委譲を含む文書
処理の見直し。

２）教学
①新司法試験の最終合格者5名を輩出。（本学法務研究科出身者）

②平成21年度教員採用試験に111名合格。（現役16名、卒業生95名）

③大学院生対象に、大学院特別講座（「英語プレゼンテーショ
ン」）を実施。

④アジア研究所の研究助成プロジェクトとして、企画型プロジェ
クト3件、公募型プロジェクト5件を採択。（総額11,000千円）

⑤総合研究所において、公
開講演会「地震の予知と防
災」など、各種セミナー・シ
ンポジウムを開催。

⑥アジア研究所において、
南アジアセミナー、外務
省・外交講座などを開催。

⑦７つの学内助成事業を対象に公募を実施し、選定した結果、
47課題で総額54,090千円を助成。

⑧「名城大学Day」（平成20
年 9月1 4日）を開催し、
5,350名が参加。

⑨「名城大学静岡シンポジウ
ム」（平成20年11月22日）
を開催し、220名が参加。

⑩高校等への出前講義の実施。（123件）

⑪ISO14001に基づく取り組みを推進。

・第７回ISO14001フォーラム（平成20年12月4日）を開催し、
約450名が参加。

・ISO14001認証の更新審査を受審し、改めて認証登録。

⑫附属高等学校における学校評議員制度において、平成19年
度重点目標の検証、平成20年度重点目標、授業評価実施報告
等を実施。

8

9

「学生（生徒）支援体制の充実」分野
●学生（生徒）満足度の向上を目指す総合的支援を奨励する。

・就職情報交換会を開催。（322社参加）

・学内企業セミナーを開催。（535社参加）

・附属高等学校において、スクールカウンセラー、担任、学年主
任等による日常的な相談体制を確立。

●課外活動の強化クラブへの支援を強化し育成環境の充実策を講
ずる。

・特別強化スポーツクラブ（女子駅伝部、硬式野球部）及び強化
スポーツクラブ（柔道部、ハンドボール部、アメリカンフット
ボール部、ラグビー部、バレーボール部）への支援の実施。

・「第26回全日本大学女
子駅伝対校選手権大
会」及び「第6回全日本
大学女子選抜駅伝競
走」において、女子駅伝
部が共に第3位。

・ラグビー部が第59回全国地
区対抗大学ラグビー大会で
20年ぶり8回目の優勝。

・アメリカンフットボール部が
東海リーグ優勝。（10回目）

●国際交流・連携プログラムの組織化に取り組む。

・海外協定校として、新たに5校と締結。（海外協定校数：49大学等）

・海外協定校である清華大学及び全南大学校との合同シンポ
ジウムを開催。

・附属高等学校にニュージーランドのホロフェヌア・カレッジ及
び米国プレザントバリー校から生徒を受け入れた。

「卒業生及び父母（保護者）との連携強化」分野
●卒業生の母校満足度向上策への取組を奨励し支援する。

・卒業30周年事業ホーム
カミングデイ（平成20年
11月30日）を開催し、180
名の卒業生が参加。

・卒業生、在学生父母を対象にキャンパス見学会（平成20年7月
19日）を開催し、322名が参加。

・卒業生との連携強化に向けて、平成20年度卒業生全員にメー
ルアドレスを付与。

「産学官連携の推進」分野
●産学官協働の動きを奨励し戦略的連携策の取組を支援する。

・特許出願は、国内出願27件、外国出願11件。

・官公庁等主催の展示会に積極的参加。（10件）

「地域貢献」分野
●安心安全の地域づくりに参画する取組を奨励し支援する。

・「ボランティア協議会」の活動（省
エネパトロール、地域安全パト
ロール、「能登半島地震」及び
「新潟中越沖地震」に対する復興
ボランティア活動、盲導犬ボラン
ティアなど）に積極的に支援。

・都市情報学部が美濃加茂市と地域
連携協定書を締結。

・附属高等学校の生徒が地域と連携
し、庄内用水一斉清掃を実施。

●地域生涯学習プログラムに対する拠点づくりの支援策を講ずる。

・名駅サテライト（MSAT）を開設。
（名古屋駅前SIAビル）（利用実績
503件、7,634名（延べ）。（平成20
年9月～平成21年3月実績））

4

6

5

7

1314



平成20年度　財務報告平成20年度　財務報告

その他の収入
2,402

補助金
2,845

寄附金
227

入学検定料
1,051

学生生徒等納付金
19,646

平 成 2 0 年 度  決 算 に つ い て

検定料教育
研究経費
7,688

人件費
13,495

トピックス

堅実な資産運用
・トップ方針から「安全性」をモットーに資産運用を心掛け
ており、デリバティブ運用の損失等は発生しておりません。

収入構造「多様化」に向けた取組み
・厳しい経済環境下、寄附金、外部資金の獲得等、収入
構造の多様化を図りたいと考えています。

教育充実に向けた積極的な教員採用
・教職員等人件費が６割弱を占める他、講義・実験実習などの教育研究経費が３割程度と、
支出の約９割が教育研究活動に関連したものとなっております。

・教育充実に向け教員採用を進めた結果、前年比７人の増加となっております。

教務系次期情報システムの導入、IT環境の整備
・2.7億円をかけ、教務系次期情報システムを導入する等、IT関連支出は前年比３億円増の総額１３億円となりました。

消費支出 

２年連続高水準の志願者数

・学生生徒等納付金収入、入学検定料などの収入が全体

の7割以上を占めています。

・受験人口が減少する中、名城大学志願者数はおかげさ

まで2年連続3万人を超え、また学生数は東海地区最大

規模の16,000人以上となりました。この結果、収入は前

年に引き続き高水準となっております。

帰属収入

H20年度決算

26,171

帰属収入

志願者数推移学生数推移

35,000

25,000

15,000

25,95415,530

23,046

15,906
30,013

16,539
30,39016,594

H16 H17 H18 H19 H20

25,995
15,871

H16 H17 H18 H19 H20

17,000

16,000

15,000

14,000

消費支出 専任教員数

管理経費　1,645 その他支出　58
（単位：百万円）

H20年度決算

22,886

470

450

430

445

453 459

466

H16 H17 H18 H19 H20

455

キャンパス再開発事業、更なる教育研究環境の充実に向け、収入構造の多様化・支出構造の見直しにより、
健全な財務体質構築に努めてまいります。皆様のご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

（単位：百万円）

大学志願者数（人）大学学生数（人）

大学教員数（人）
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0.2％32.8％1.7％2.9％21.3％2.5％29.1％9.2％0.3％

0.3％34.1％1.7％2.5％20.3％2.8％28.9％9.2％0.2％

0.3％36.6％1.6％2.3％19.5％2.6％27.5％9.3％0.3％

農 業 建設業 製造業 運輸・
通信

卸売・
小売

金融・
保険 不動産 サービス その他

100

98

96

94

92

90

（％）

（％）

建設業
7.8％

製造業
26.7％

電気・ガス
0.1％

運輸・通信
3.9％

1,000人以上
40.7％

公務員・教員
5.2％

800人以上
4.5％500人以上

9.1％

300人以上
9.8％

100人以上
14.9％

50人以上
5.5％

50人未満
10.3％

卸売・小売
21.5％

金融・保険
10.4％

不動産
2.1％

サービス
20.2％

公務員・教員
5.2％

その他
1.7％

農業
0.4％

電

運輸

保険
％

産

ス
％

800人以上
上

上

　

平
成
20
年
度
の
就
職
環
境
は
、前
半
と
後
半
で

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。前
半
は
、19
年
度
後
半

か
ら
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
や
原
油
価
格
の

高
騰
な
ど
の
影
響
か
ら
景
気
上
昇
に
歯
止
め
が
か

か
り
ま
し
た
が
、求
人
数
は
前
年
同
月
比
で
昨
年

並
み
の
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、後
半
に

入
る
と
、サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
シ
ョ
ッ
ク
、リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
、ト
ヨ
タ
・
シ
ョ
ッ
ク
、ソ
ニ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
、日
本
経
済
が
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。特
に
、昨
年
9
月
15
日
の
米
大
手
証
券
リ
ー

マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
境
に
、日
本
だ
け
で

な
く
、世
界
経
済
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
、か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
急
速
に
経
済
が
悪
化

し
、「
1
0
0
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
東
海
地
方
で

も
自
動
車
業
界
が
大
打
撃
を
受
け
、輸
出
産
業
が

景
気
の
後
退
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
の
11
月
17
日
に
、マ
ン
シ
ョ
ン
分

譲
大
手
の
日
本
綜
合
地
所
株
式
会
社
は
、内
定

者（
53
人
）に
採
用
内
定
取
消
の
通
知
を
し
、大

き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。本
学
で
も
、富

士
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
が
１
月
に
倒
産
し
、12
人
の

学
生
が
職
を
失
い
ま
し
た
。内
定
取
消
等（
倒

産
、自
宅
待
機
、内
定
辞
退
の
勧
奨
）に
関
係
す

る
該
当
者
は
35
人
で
、住
宅
・
不
動
産
、技
術
者

派
遣
、製
造
業
の
会
社
で
発
生
し
ま
し
た
。こ
の

よ
う
に
、20
年
度
後
半
は
、非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、前
半
部
分
で
大
多
数
の
学

生
が
内
定
を
得
て
お
り
、最
終
的
に
は
前
年
同

様
の
内
定
率（
99
・
5
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
本
学
で
は
、内
定
取
消
等
の
学
生
に
対

し
、卒
業
要
件
を
満
た
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
1
年
ま
た
は
半
年
の
在
学

を
認
め
る
と
と
も
に
、授
業
料
を
免
除
す
る
緊
急

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
悪
化
の
中
で
、21
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

の
調
査
に
よ
る
と
、22
年
3
月
卒
業
予
定
者
の
大

卒
求
人
倍
率
は
1
・
62
倍（
昨
年
2
・
14
倍
）、求
人

総
数
は
72
・
5
万
人（
昨
年
94
・
8
万
人
）と
、求
人

倍
率
は
0
・
52
ポ
イ
ン
ト
減
少
、求
人
総
数
は
22
・

3
万
人
減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、採
用
に
あ
た
っ
て
は
各
社
と
も「
採
用

枠
の
縮
小
又
は
、採
用
見
合
わ
せ
」を
す
る
方
針

を
固
め
、学
生
に
と
っ
て
本
当
に
厳
し
い
就
職
戦

線
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。

❶ 

求
人
状
況

　

平
成
20
年
度
の
求
人
件
数
は
、1
0,
0
3
8
件

（
19
年
度 

1
0,
6
1
6
件
）と
な
り
昨
年
度
に
比
べ

5
7
8
件（
5
・
5
％
減
）と
な
り
、9
年
ぶ
り
に
下

回
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
に
求
人
状
況
を
見
る
と
、サ
ー
ビ
ス
業

36
・
6
％
、製
造
業
27
・
5
％
、卸
売
・
小
売
業
19
・

5
％
、
建
設
業
9
・
3
％
、
金
融
・
保
険
業
2
・

3
％
、そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
、幅
広
い
業
種
か
ら

求
人
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
と
の
比
較
で
、減
少
割
合
が
大
き
い
の
は

製
造
業
と
卸
売
・
小
売
業
で
す
。反
対
に
、サ
ー
ビ

ス
業
の
求
人
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

❷ 

就
職
状
況

　

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
れ

ば
、平
成
21
年
3
月
卒
業
の
大
学
生
の
就
職
内
定

率（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
者
数
）は
95
・

7
％
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
の
就
職
内
定

率
は
、そ
の
平
均
値
を
3
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

99
・
5
％
で
し
た
。

　

業
種
別
に
就
職
状
況
を
見
る
と
、第
1
位
は
、製

造
業
26
・
7
％
で
以
下
、卸
売
・
小
売
業
21
・
5
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
20
・
2
％
、金
融
・
保
険
業
10
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
先
の
業
種
割
合
は
前
年
度
と
あ
ま
り
変
化

が
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、規
模
別
に
見
る
と
従
業
員
5
0
0
人
以

上
の
大
企
業
へ
54
・
3
％
の
学
生
が
就
職
し
て
お

り
、過
半
数
の
学
生
が
大
企
業
へ
就
職
を
決
め
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、40
・
7
％
の
学

生
が
、1,
0
0
0
人
以
上
の
巨
大
企
業
に
就
職

し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度 

就
職
状
況
報
告

名
城
大
学
の
求
人
・
就
職
状
況

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（件）

求人件数

業種別求人状況就職内定率の推移

6,873

95.8

93.5

98.9

95.3

99.2

96.3

99.5

96.9

99.5

95.7

8,165

9,484
10,616

H16

H16 H17 H18 H19 H20

H17 H18 H19 H20

求人件数
10,038件
（5.5％減）

就職内定率
99.5％

（全国平均95.7％）

法学部 経営学部 経済学部

アイシン・エィ・
ダブリュ㈱

㈱愛知銀行

愛知トヨタ自動車㈱

石塚硝子㈱

㈱伊藤園

㈱エイチ・アイ・エス

岡崎信用金庫

岐阜信用金庫

近畿日本鉄道㈱

㈱スズケン

積水ハウス㈱

㈱第三銀行

㈱中京銀行

㈱東海理化電機
製作所

豊田合成㈱

中北薬品㈱

㈱名古屋銀行

名古屋鉄道㈱

三井住友海上
火災保険㈱

㈱三井住友銀行

三菱UFJ証券㈱

明治乳業㈱

㈱ゆうちょ銀行

名古屋市役所

安城市役所

江南市役所

愛知県警察本部

岐阜県警察本部

三重県警察本部

名古屋市消防局

アイカ工業㈱

㈱伊藤園

イビデン㈱

㈱今仙電機製作所

SMC㈱

岡崎信用金庫

岐阜信用金庫

九州旅客鉄道㈱

㈱JTB中部

㈱第三銀行

タキヒヨー㈱

中部国際空港
旅客サービス㈱

TOTO㈱

中北薬品㈱

㈱名古屋銀行

㈱日本旅行

野村證券㈱

東日本旅客鉄道㈱

㈱みずほ銀行

㈱三井住友銀行

㈱三菱東京
UFJ銀行

三菱UFJ証券㈱

名工建設㈱

山崎製パン㈱

ヤマザキマザック㈱

津島市役所

愛知県教育委員会

愛知県警察本部

岐阜県教育委員会

一宮市消防本部

アイシン・エィ・
ダブリュ㈱

㈱愛知銀行

㈱伊藤園

岡崎信用金庫

春日井製菓㈱

岐阜信用金庫

㈱JTB中部

㈱スズケン

積水ハウス㈱

全国共済農業
協同組合連合会

㈱第三銀行

大同特殊鋼㈱

瀧定名古屋㈱

タキヒヨー㈱

中央発條㈱

東海東京証券㈱

凸版印刷㈱

㈱豊田自動織機

中北薬品㈱

㈱ナゴヤキャッスル

㈱名古屋銀行

西日本旅客鉄道㈱

日本通運㈱

日本電気㈱

東日本旅客鉄道㈱

㈱三井住友銀行

㈱三菱東京
UFJ銀行

ヤマザキマザック㈱

愛知県警察本部

坂祝町役場

愛三工業㈱

アイシン・エィ・
ダブリュ㈱

アイシン精機㈱

アイシン高丘㈱

アイホン㈱

アスモ㈱

㈱アドヴィックス

イビデン㈱

㈱今仙電機製作所

オークマ㈱

㈱大林組

鹿島建設㈱

京セラ㈱

KDDI㈱

三洋電機㈱

ジェイアール東海
コンサルタンツ㈱

㈱ジェイテクト

清水建設㈱

スズキ㈱

スタンレー電気㈱

住友電装㈱

積水ハウス㈱

大同特殊鋼㈱

中央発條㈱

中部電力㈱

㈱デンソー

㈱東海理化電機
製作所

東海旅客鉄道㈱

㈱東芝

㈱トーエネック

凸版印刷㈱

豊田合成㈱

㈱豊田自動織機

トヨタ自動車㈱

トヨタ車体㈱

トヨタテクニカル
ディベロップメント㈱

トヨタ紡織㈱

名古屋高速道路
公社

西日本旅客鉄道㈱

日本ガイシ㈱

日本電気㈱

日本特殊陶業㈱

㈱ノリタケ
カンパニーリミテド

浜松ホトニクス㈱

林テレンプ㈱

東日本旅客鉄道㈱

㈱日立情報
システムズ

富士通㈱

フタバ産業㈱

ブラザー工業㈱

本田技研工業㈱

㈱マキタ

三菱重工業㈱

矢崎総業㈱

ヤマザキマザック㈱

リンナイ㈱

国土交通省

愛知県庁

名古屋市役所

愛知県教育委員会

㈱赤塚植物園

イカリ消毒㈱

イチビキ㈱

イビデングリーン
テック㈱

井村屋製菓㈱

カゴメ㈱

春日井製菓㈱

カネコ種苗㈱

㈱三和化学研究所

敷島製パン㈱

シヤチハタ㈱

トヨタ紡織㈱

名古屋製酪㈱

なごや農業協同組合

日本全薬工業㈱

日本ハム㈱

㈱浜乙女

林テレンプ㈱

フジパングループ
本社㈱

ホーユー㈱

丸大食品㈱

明治チューイン
ガム㈱

明治乳業㈱

森永乳業㈱

山崎製パン㈱

名古屋国税局

愛知県庁

豊橋市役所

名古屋市役所

愛知県教育委員会

味の素ファルマ㈱

アストラゼネカ㈱

㈱アラクス

安城更生病院

エーザイ㈱

大塚製薬㈱

春日井市民病院

刈谷豊田総合病院

協和ケミカル㈱

公立陶生病院組合
陶生病院

社会福祉法人
聖隷三方原病院

㈱スギ薬局

㈱スギヤマ薬品

㈱スズケン

第一三共㈱

たんぽぽ薬局㈱

独立行政法人
名古屋医療センター

豊川市民病院

トヨタ記念病院

名古屋掖済会病院

名古屋記念病院

名古屋大学
医学部附属病院

日本調剤㈱

ノバルティス
ファーマ㈱

藤田保健衛生
大学病院

明治製菓㈱　

山田赤十字病院

四日市
社会保険病院

愛知県

名古屋市

アイシン
エンジニアリング㈱

あいち海部農業
協同組合

㈱伊藤園

㈱エイデン

㈱NTTデータ

シーキューブ㈱

ジェイアール東海
情報システム㈱

西濃信用金庫

積水ハウス㈱

セコム㈱

㈱中電
シーティーアイ

中部電力㈱

東濃信用金庫

東邦ガス
情報システム㈱

名古屋製酪㈱

名古屋鉄道㈱

西春日井農業
協同組合

㈱ニトリ

㈱富士通
中部システムズ

めぐみの農業
協同組合
（JAめぐみの）

㈱ユーフィット

ユニー㈱

㈱ユニクロ

岐阜県警察本部

愛知県警察本部

刈谷市役所

可児市役所

七宝町役場

東海市役所

愛知県市町村立
小中学校職員

あいおい
損害保険㈱

アイシン高丘㈱

㈱愛知銀行

旭化成ホームズ㈱

㈱ANAグランド
サービス

㈱イズミック

㈱伊藤園

㈱大垣共立銀行

㈱JTB中部

㈱十六銀行

住友生命
保険相互会社

積水ハウス㈱

瀬戸信用金庫

㈱セントラル
ファイナンス

㈱第三銀行

㈱トヨタエンタプライズ

トヨタファイナンス㈱

㈱名古屋銀行

西日本電信電話㈱

日本生命保険
相互会社

㈱日本旅行

フタバ産業㈱

㈱村田製作所

名鉄観光サービス㈱

㈱名鉄百貨店

リンナイ㈱

岐阜県小中学校
事務職員

岐阜県警察本部

愛知県警察本部

浜松市消防本部

理工学部 農学部 薬学部都市情報学部人間学部

業種別就職状況従業員別就職状況

大企業
就職内定率
54.3％

❸ 平成20年度  主な就職先
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お問い合わせ先

入学センターからのお知らせ

秋のオープンキャンパス開催　高校生の皆さん、友人やご家族とお越しください！

高校生、高校生保護者による　キャンパス見学会 盛況！

名城大学入学センター  052-832-1151（代）

　「百聞は一見に如かず」…入学センターでは、「高

校生徒の大学への関心を高め、勉学意欲を高めた

い」との高校側の要望に応えるとともに、高校生保護

者のPTA研修の一環として、大学キャンパスの見学

会を受け入れています。年々これらの要望も多くなり、

昨年１年間では78件の大学見学会（キャンパスツ

アー）を実施しました。

　今後も要望があれば、積極的に対応していくこと

にしています。

内容等詳細は、名城大学HPをご覧ください。

■10月3日（土）　10：00～16：00
○天白キャンパス（法学部、経営学部、経済学部、
人間学部、理工学部、農学部）

○八事キャンパス（薬学部）

■10月24日（土）　10：00～15：00
○可児キャンパス（都市情報学部）

公募制推薦入試
平成22年度 名城大学推薦入学試験のご案内

専門高校等推薦入試

◆指定校推薦入試については、各高校の担任または進路指導の先生にお問い合わせください。　◆その他の試験方式を含め詳細については、名城大学HP、入学ガイド等をご覧ください。 

募集学部
全学部

募集学部

出願期間
10月27日●火 ～11月5日●木

出願期間

試験日
11月22日●日

試験日

試験地
天白・八事・可児

試験地
経 営 学 部
経 済 学 部
都市情報学部

10月27日●火 ～11月5日●木 11月22日●日 天白・可児

平成22年度 名城大学推薦入学試験

平成22年度 推薦入学出願
開始 迫る！
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本
学
で
は
、内
定
を
勝
ち
取
る
ま
で
4
年
間
に

わ
た
っ
て
進
路
・
就
職
相
談
が
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
情
報
が
氾
濫
し
、学
生
た
ち
は
、何
が
有
用
な

情
報
か
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。ま
た
、学
生
の
悩
み
・
就
職
意
識
も
一
律
で

な
く
千
差
万
別
で
あ
り
、個
別
指
導
・
相
談
体
制

は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

名
城
大
学
就
職
支
援
の
特
徴

　

1
・
2
年
次
で
は
、「
講
演
会
」「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
」「
職
業
適
性
テ
ス
ト
」な
ど
に
よ
っ
て
、

学
生
が
自
発
的
に
自
分
の
進
路
を
考
え
る
機
会

を
提
供
し
、自
己
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。ま
た
、低
学
年
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

就
職
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う「
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
」

制
度
も
あ
り
、意

識
の
高
揚
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

　

3
年
次
か
ら
は

実
戦
的
な
就
職
指

導
が
始
ま
り
ま

す
。「
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、「
グ

ル
ー
プ
面
談
」「
個

人
面
談
」の
面
談
指
導
を
主
軸
に
し
、「
模
擬
試

験
」「
履
歴
書
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
講

座
」「
模
擬
面
接
」「
学
内
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」な

ど
多
彩
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

殊
に
、「
学
内
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
は
約

6
0
0
社
が
参
加
す
る
東
海
地
区
最
大
規
模
の

も
の
で
、就
職
支
援
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま

す
。学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
が
内
定
に
結

び
つ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
、学
生
参
加
も
延
べ
1
万

2
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、就
職
が
内
定
し
た
４
年
生
お
よ
び
本

学
卒
業
生
の
力
を
活
用
し
た
就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度（
2
0
0
9
年
3
月
末
現
在
：
登
録
者

数
2,
7
5
0
人
）

が
あ
り
ま
す
。就
職

活
動
中
の
学
生
や
、

就
職
を
こ
れ
か
ら

は
じ
め
よ
う
と
す

る
学
生
に
と
っ
て
、

先
輩
に
相
談
で
き

る
心
強
い
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
個
別

担
当
者
制
に
加
え
て
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

企
業
の
人
事
採
用
経
験
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

3
人
に
よ
る
模
擬
面
接
や
履
歴
書
添
削
中
心
に

学
生
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、学
生
に
と
っ
て
心

強
い
サ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
学
で
は
、面
談
指
導
と
各
種

行
事
を
含
め
多
彩
な
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、就
職
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
努

力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

名
城
大
学
の
就
職
支
援
体
制

エクステンション講座受講

インターンシップ参加（企業や官公庁などでの就業体験）

就職アドバイザー

理
想
の
進
路
・
就
職
の
実
現

進路指導担当制 就職指導担当制

3年次 4年次1年次 2年次

進路支援行事
講演会Ⅰ「学生時代にすべきこと」
講演会Ⅱ「キャリアガイダンス」

グループ面談「目標を持つ」

職業適性テスト
職業適性テスト分析結果

公務員ガイダンス「公務員になるには」

就職支援行事
就職ガイダンス（年4回）
女子学生ガイダンス
留学生ガイダンス
グループ面談・個人面談
就職試験対策講座
適性テスト
履歴書の書き方講座
模擬面接講座
学内企業研究セミナー
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　本学では、昨年から「卒業30周年ホームカミングデイ」を継続的に実施しております。
　人生の中でも大きな節目である卒業後30年目の皆様に大学にお集まりいただき、“懐かしい友との出会い、新しい友との出会
い”を通じて母校を振り返る機会としていただきたく実施しているものです。　
　学生時代を謳歌した同窓が一堂に会し、「新たな再会」を通して強固なネットワークを構築する場となり、さらには名城大学の今
日までの発展と開学100周年に向けた今後の展望を感じていただければ幸いに存じます。
　今年度は昭和54年度（昭和55年3月卒業・修了）卒業生の皆さんが対象です。該当の方には追って詳細なご案内をお送りいたし
ますが、是非ともお知り合いの同窓生をお誘い合わせの上、一人でも多くの方にお越しいただきますことを、心より願っております。

名城大学では、様々な公開講座をご用意いたしております。平成21年度後期は次の講座があります。

申込不要、入場無料
平成21年10月17日（土）13：30～16：15

申込必要、有料

①「石綿による健康障害について」
臨床医学研究室　吉田 勉　教授

八事キャンパス6号館4階
情報メディア教室

②「薬用植物・生薬を知ろう！
　～「小建中湯」おなかの薬？小児の虚弱体質改善？～」

生薬学研究室　能勢 充彦　教授

八事キャンパス7号館3階
生物系共同実習室

薬 学 部
「くすりと健康」

平成21年11月28日（土）　12：00～19：00

名城大学天白キャンパス共通講義棟北「名城ホール」「名城食堂」

懐かしの学食体験、キャンパス見学会、ウエルカムコンサート、お楽しみ抽選会、懇親交流会

　   お問い合わせ先　  大学・附属高等学校振興推進準備室  052-838-2066（ダイヤルイン）

開催日時

場 所

事 業

本学では、昨年から「卒業30周年ホームカミングデイ」を

名城大学

「卒業30周年ホーム
カミングデイ」

のご案内

公開講座のご案内

法科大学院
（法務研究科）

講座名 「今日から役立つ契約実務」 「企業経営と実践的知的財産」

内容
紛争、訴訟を含めた実践的知的財産マネ
ジメントと実務対応

国内外の契約書作成・チェックに必要な
基礎知識（国際契約）

講師
青山高美 名城大学大学院法務研究科
教授（元トヨタ自動車(株) 知的財産部長）

宮島元子 名城大学大学院法務研究科
教授（弁護士、弁理士）

開催日
11月18日、12月2・16日、
2010年1月20日、2月3・17日（全6回）

11月11・25日、12月9・22日、
2010年1月13・27日、2月10日（全7回） 

時間 15：00～17：00

申込期限 8月6日（木）（申込期限以降に受講を希望される方は、法科大学院事務室にご相談ください）

開催場所 名城大学名駅サテライト（MSAT）

定員 25人 25人

受講対象者 契約担当　初級・中級者 知財担当　中級・上級者

受講料 21,000円 18,000円

申込方法等 名城大学ホームページをご覧ください。

お問合せ先
名城大学 学務センター　法科大学院事務室
TEL：052-838-2022　FAX：052-833-5240 

上記以外にも、他の学部で公開講座の開講を予定しています。
順次、名城大学ホームページ等でご案内していきますので、お楽しみに！

講 師

場 所 講 師

場 所

22

基本方針 賛助企業のお願い・
学内企業セミナー参加概要 ボランティア活動の支援

名城大学スポーツ・文化後援会
からのお知らせ

名
城
大
学

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
後
援
会
は
、

名
城
大
学
の
在
学
生
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の

就
職
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

名城大学スポーツ・文化後援会事務局
〒468-8502　名古屋市天白区塩釜口1-501　名城大学学務センター内

（052）832-1151（代表）内線2663、2605／（052）838-2029（ダイヤルイン）
（052）832-9939 spobun@ccmails.meijo-u.ac.jp

・後援会の名称が変わりました。
　「名城大学スポーツ・文化後援会」
・上林会長をはじめ、役員改選が行われました。

平成 21年度事業　　　　　　　　　　　　　※詳しくは、名城大学スポーツ・文化後援会だよりをご覧ください

全国で戦えるクラブを
特化して育成します。
名城大学の特別強化クラブ、強化クラ
ブを中心に援助しています。

クラブ選手移動手段を
重点的に支援します。
今年度からの初の試みとして、移動費
を特別に設け、クラブ選手が試合や練
習に集中できるよう移動手段を重点的
に支援します。

就職活動の支援を
側面から援助します。
名城大学キャリアセンターを通じて、在
学生、卒業生の就職を支援いたします。

本後援会は、実社会で役立つ学生を育
成し、支援する目的で活動しております。
ご賛同いただいた賛助企業様をキャリ
アセンター主催の企業セミナーにご推薦
し、学生の就職活動を支援しております。

＜学内企業セミナー参加概要＞
・学内企業セミナーは、名城大学キャリアセン
ターが主催開催します。

・学内企業セミナーの開催月は、決定次第お
知らせいたします。

・学内企業セミナーの参加は、1企業1回に限
ります。

・参加希望の企業をキャリアセンターへご推
薦します。

・賛助企業で学内企業セミナーへ参加企業
の場合は、賛助企業紹介誌への広告掲載
が必要です。

・開催月によっては、学生が少ない場合があ
ります。ご了承ください。

昨年度は、下記の活動等において支援
を行いました。

・ふれあいあいさつ運動

・中国・四川大地震被災地支援募集

・平成20年8月末豪雨復興ボランティア

・あしたの丘祭りボランティア

・天白クリーンキャンペーン

 かんばやしあきら

会長　上林  晃

賛助企業ナビ

T E L

F A X E - m a i l

お問い合わせ

名城大学ホームページ

就職に役立つリンク集

求人検索画面

訪問者別メニュー　卒業生・社会人

就職情報　キャリアセンターサイト

就職情報　就職活動支援　卒業生の求人申込方法

必要事項を記入してメールアドレスに送信する

後日送られてくるユーザー名、学籍番号（ID）、
パスワードを使ってJ-NETにログインする
※ログイン方法は在学生の学外からのアクセスと同じ

在学生の利用方法 卒業生の利用方法

名城大学ホームページ

求人検索画面

就職・資格

就職に役立つリンク集

就職情報　就職活動支援
名城大学求人検索システム（J-NET）

学外のパソコンから
アクセスしている方はこちら

学内のパソコンから
アクセスしている方はこちら

以下の3項目を入力
❶ユーザー名「meijo75」
❷学籍番号
❸パスワード※

※生年月日を8桁の数字に直したもの（例：19880501）
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　体育会準硬式野球部は2009年6月

現在、東海地区2部リーグに所属。東海

地区リーグは5部まであり、24大学がし

のぎを削っています。

　天白キャンパス第1グラウンドを主な

拠点に、朝夕の練習に励んでいます。ま

た、第1グラウンドを利用できない時は

学外の練習場確保に奔走することも

多々あります。

　個性の強い部員43人をまとめるのは

キャプテンの畑辺洋佑さん（経済学部3

年）。2部リーグでの優勝を第一目標に

掲げ、今年春、5年（11季）ぶりの2部リー グ優勝を見事果しました。残念ながらもう一つの目標だった1部

リーグへの入替戦には敗れて、昇格はならず。無念さをにじませな

がら、畑辺キャプテンは「今までは自分たちに甘えがあった。もう1

度練習し直して、秋には2部リーグ優勝に加えて必ず1部リーグ昇格

を果たしたい」と奮起を誓っていました。

　次の目標は2003年以来の1部リーグ復帰。これまでの楽しいだ

けではない「勝つ野球」を信念に、準硬式野球部としてのアイデン

ティティを持って、さらに上を目指していきます。

準硬式野球部
準硬式野球部としてのアイデンティティを持って
準硬式野球部
準硬式野球部としてのアイデンティティを持って

想　 い想 い
　テレビ番組「大学を知ろう～知の道しるべ～」（BS日

テレ、8月23日（日）11：00～11：30放送予定）で、とあ

る女子学生を追跡取材することになり、私も同行しまし

た。本学の就職支援体制を紹介するため、その学生が

キャリアセンターを利用する場面などを撮影するという

ものだったのですが、彼女は実際に就職活動中の学生

でした。撮影が進んでいくにつれ、彼女が希望する企業

から内定をもらえるのか、テレビクルーも自分自身も、応

援する気持ちと心配する気持ちを強めていきました。

　幸いにも、その学生は見事第一志望の企業からの内

定を獲得することができ、番組内でもハッピーエンドと

して取り上げることができました。

　内定を獲得することが困難な昨今、就職率が高いと

言われる本学においてさえも、何人もの学生が悪戦苦

闘しています。最後はどうしても学生自身の頑張りが内

定を左右します。彼女のように、一人でも多くの学生が

笑顔で就職戦線を乗り切ることを願ってやみません。 ●う




